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ビ
ル
ゲ
可
汗
の
即
位
と
碑
文
史
料

片

山

主早

雄

は

じ

め

に

一
ピ
ル
ゲ
可
汗
の
即
位
関
係
史
料

ニ
ロ

ω
ロ
ー
に
の
検
討

i

方

位

の

検

討

一
日
文
章
と
敏
文
の
検
討

三
ピ
ル
ゲ
可
汗
の
郎
位
と
闘
特
勤
碑
文

お

わ

り

に
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t土

じ

め

周
知
の
よ
う
に
、

突
阪
第
二
可
汗
園
(
六
八
二
頃
l
七
四
四
/
七
四
五
年
〉
の
第
三
代
目
可
汗
、

す
な
わ
ち
ピ
ル
ゲ
可
汗
宙
己
問
問
官
三
回
、
此
伽

可
汗
〉
は
、

七
一
六
年
に
可
汗
と
な
り
、

七
三
四
年
に
渡
し
て
い
る
。

ビ
ル
ゲ
可
汗
の
即
位
に
闘
し
て
は
『
奮
唐
書
』

の
本
紀
や
突
厭
俸
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
唐
側
漢
文
史
料
が

あ
る
一
方
、
有
名
な
ビ
ル
ゲ
可
汗
の
碑
文
(
七
三
五
年
建
立
、
引
用
・
言
及
で
は
慣
例
に
従
っ
て

E
と
略
稽

し
、
東
西
南
北
面
を
E
W
S
N
、
行
を
数
字
で
表
示
す
る
)
と
、
先
に
死
ん
だ
寅
弟
の
キ
ョ
ル
特
勤
(
開
。
-
丘
町
一
口
、
闘
特
動
、
七
一
三
年
波
)
の
碑
文
ハ
七

三
二
年
建
立
、
以
後
ー
と
し
面
・
行
は

E
と
同
様
に
表
示
す
る
〉
の
二
史
料
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
私
は
、
突
厭
第
二
可
汗
園
の
統
治
の
諸
側
面
や
そ
の
理
念
、

可
汗
の
系
譜
や
団
施
可
汗
園
へ
の
交
替
に
関
心
を
も
ち
、
そ
れ
ら
に



(

1

)

 

つ
な
が
る
い
く
つ
か
の
問
題
に
封
し
検
討
を
試
み
た
。
ま
た
、
古
代
テ
み
ル
ク
碑
文
史
料
の
歴
史
的
記
載
に
お
け
る
、
民
族
的
債
値
観
の
一
端

ハ
2
)

と
も
い
え
る
方
位
の
記
載
を
、
碑
文
の
絞
文
補
充
作
業
と
閥
係
さ
せ
て
口
頭
報
告
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

づ
け
は
、

右
の
よ
う
な
閥
心
を
も
っ
て
碑
文
史
料
の
検
討
を
縫
績
し
て
い
る
と
、
最
近
、
碑
文
、
特
に

I
碑
の
冒
頭
部
分
の
解
樺
や
そ
の
性
格
的
位
置

ビ
ル
ゲ
可
汗
の
即
位
の
問
題
に
関
係
し
て
く
る
と
考
え
る
に
至
り
、
そ
の
即
位
に
闘
し
て
は
、
上
記
の
級
文
補
充
作
業
を
行
な
っ
た

ロ
ω
5
1
E
部
分
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
こ
で
木
稿
で
は
、

ま
ず
ビ
ル
ゲ
可
汗
の
即
位
を
停
え
る
唐
側
漢
文
史
料
と

E
碑
を
取
り
上
げ
、
後
者
の
依
文
部
分
に
方
位
記
載
の
問
題
か

(
3
)
 

さ
ら
に
そ
の
結
果
を
も
と
に

I
碑
の
冒
頭
部
分
と
ピ
ル
ゲ
可
汗
の
即
位
を
結
び
つ
け
て
考
察
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
こ
れ
に

ら
検
討
を
加
え
、

よ
っ
て
ビ
ル
ゲ
可
汗
の
即
位
を
め
ぐ
る
朕
況
認
識
が
少
し
で
も
豊
か
に
な
り
、
今
後
の
議
論
が
活
設
に
な
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

ピ
ル
ゲ
可
汗
の
即
位
関
係
史
料

-139ー

突
阪
第
二
可
汗
園
の
第
三
代
ビ
ル
ゲ
可
汗
は
、
第
二
代
の
カ
プ
ガ
ン
可
汗

(
0
3
E
P
宮
苫
ロ
、
歎
畷
)
が
殺
害
さ
れ
た
後
に
即
位
し
た
は
ず
で

(
4〉

あ
る
が
、
こ
の
前
後
を
俸
え
る
漢
文
史
料
は
左
の
よ
う
に
記
す
。

〔
開
元
四
(
七
二
ハ
〉
年
〕

〔
抜
曳
固
〕
其
の
首
を
斬
り
京
師
に
迭

(

5

)

 

り
た
り
。
黙
畷
の
兄
の
子
小
殺
撞
い
で
立
ち
て
可
汗
と
震
り
た
り
。
『
醤
唐
霊
園
』
巻
八
玄
宗
本
紀
上
〔
史
料
l
〕

〔
開
元
〕
四
年
、
黙
畷
叉
北
の
か
た
九
姓
抜
曳
聞
を
討
た
ん
と
し
て
濁
築
河
に
戦
い
、
抜
曳
回
大
敗
せ
り
e

黙
醸
勝
ち
に
負
み
瞳
蹄
し
設

た
ま
た
ま

備
せ
ず
。
遇
抜
曳
固
の
逝
卒
韻
質
略
柳
林
中
よ
り
突
出
し
て
黙
畷
を
撃
ち
、
之
を
斬
れ
り
。
便
ち
入
蕃
使
郁
霊
佳
と
黙
畷
の
首
を
停
え

京
師
に
至
れ
。
間
{
同
咽
旅
の
子
閥
特
勤
奮
部
を
鳩
合
し
、
歎
畷
の
子
小
可
汗
及
び
其
の
諸
弟
井
び
に
親
信
を
殺
し
略
ミ
蓋
く
し
、
左
賢
王
獣

線
連
を
立
て
た
り
。
是
批
伽
可
汗
篤
り
。
枇
伽
開
元
四
年
を
以
っ
て
即
位
し
、
本
蕃
披
し
て
小
殺
と
篤
す
。

〔
夏
六
月
〕
葵
酉
、
突
原
可
汗
獣
畷
九
姓
抜
曳
固
の
殺
す
所
と
箆
り
、
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『
逼
凪
〈
』
巻

一
九
入
港
防
一
四
突
阪
中
、

(

6

)

 

又
『
奮
唐
書
』
巻
一
九
四
上
突
蕨
傍
上
も
ほ
ぼ
同
文
〔
史
料
2
〕
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ビ
ル
ゲ
可
汗
の
即
位
は

〔
史
料
l
〕

に
見
え
る
日
附
け
(
六
月
二
九
日
〉
が
黙
畷
の
殺
害
の
日
附
け
で
は
な
く
、
そ
の
首
の
京
師
到
着
を

そ
れ
よ
り
少
し
前
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
ど
の
時
期
と
す
る
か
は
、
書
部
の
鳩
合
と
黙
畷
一
涯
の

示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

一
掃
に
要
し
た
時
間
に
よ
る
が
、
残
念
な
が
ら
史
料
上
の
制
約
が
あ
る
。

(

7

)

 

一
方
、
即
位
に
関
係
す
る
碑
文
史
料
で
は
、
ビ
ル
ゲ
可
汗
碑
文
に
一
箇
所
記
載
が
あ
る
。
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冨
叶
H
H

O
 

〉斗

F
作

ヨ
討
が

σ印
刷
-
印
可
己

品円
凶伊
溺
戸

ゲ
ロ
ロ
作
曲

向い

δ
H
J
V
片
付

ゲ
出

m-山
門

λ
h
y・
市
h
A
U

主務戸
c 
d ・~
パ己

ゲ
ロ
M
N
口

同

門

出

リ

1
4
、号

、

H
H
ω

ロ

区

〔

史

料

3〕

こ
の
碑
文
史
料
は
七
三
五
年
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
引
用
部
分
は
ビ
ル
ゲ
可
汗
の
、
碑
文
で
言
う
「
即
位
」
時
の
、
圏
内
諸
高
官
の

集
合
朕
況
を
俸
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
そ
こ
に
は
二
箇
所
の
依
文
が
あ
り
、
ま
た
年
代
的
に
も
何
年
の
こ
と
か
の
明
記
が
な
い
。

漢
文
の
卸
位
記
事
と
碑
文
の
「
即
位
」
記
事
は
同
一
の
こ
と
と
考
え
て
よ
い
の
か
否
か
、
碑
文
の
高
官
の
集
合
は
何
を
意
味
す
る
の
か
、

た
、
飲
文
の
部
分
は
ど
の
よ
う
に
補
充
す
べ
き
か
、
等
々
興
味
深
い
問
題
が
生
じ
て
く
る
。

試
み
て
み
よ
う
。

ま

そ
こ
で
、

ま
ず
こ
の
口

ω
ロ
ー
に
の
検
討
を



ロ
ω
ロl
E
の
検
討

先
に
引
用
し
た
口

ω
5
1
E
に
二
回
現
わ
れ
て
い
る
E
宮
叶
占

σ
a
E
H
3
は、

冨
吋
HH
の
解
揮
に
な
お
問
題
が
残
る
が
、

同
一
の
「
ベ

グ
た
ち
」
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
質
盟
は

お
そ
ら
く
、
二
度
の
表
示
の
中
聞
に
列
奉
さ
れ
た
高
官
た
ち
だ
と
解
揮
し
て
ま

ず
誤
り
な
い
。

さ
て
、
こ
の
列
奉
部
分
を
見
る
と
、
そ
の
前
牟
は
夕
方
位
、
ベ
グ
た
ち
、
先
頭
の
人
物
、
「
を
先
頭
に
、
積
い
て
」
、
諸
官
ψ

と
い
う
形
式
が

(
U
)
 

二
度
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
。
方
位
記
載
は
、
ま
ず
「
西
(
原
意
H

後
〉
に
は
」
が
あ
り
、
衣
に
「
東
(
前
)
に
は
」

こ
の
方
位
言
及
順
序
に
は
問
題
な
し
と
し
な
い
が
、
そ
れ
は
後
に
検
討
す
る
と
し
て
、
引
用
部
分
後
牟
を
見
る
と
、

。ゲロ一
v

と
な
っ
て
い
る
。

[
鉄
文
A
]、
人
名
+
官
名
、
己
主
民
、
官
名
タ
ク
[
歓
文
B
]、
官
名
な
い
し
人
名
+
官
名
、
宮
町
一
ミ
ロ
己
目
吉
、
官
名
ψ

と
な
っ
て
い
る
。

ら
く
前
牢
に
あ
っ
た
西
方
・
東
方
に
闘
す
る
列
奉
と
、
こ
の
後
半
の
列
拳
の
全
瞳
に
封
し
、

け
、
前
述
の

z
冨
叶
H
H
E
m
-凶
同

3

を
繰
り
返
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

お
そ

-141ー

そ
れ
ら
を
ゲ
ロ
ロ
合
(
「
こ
の
よ
う
な
」
〉

の
語
一
で
月
又

問
題
は
右
に
述
べ
た
列
奉
部
分
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
さ
し
あ
た
り
二
つ
の
貼
だ
け
注
意
し
て
お
き
た
い
。

に
、
前
牟
に
お
け
る
方
位
言
及
順
序
の
「
西
に
は
」
「
東
に
は
」
が
、
古
代
テ
ュ
ル
ク
碑
文
に
お
い
て
一
般
的
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
こ

と
。
も
う
一
つ
は
、
他
で
も
な
い
依
文
に
ど
の
よ
う
な
語
句
を
補
充
す
べ
き
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
つ
は
す
で
に
整
理
し
た
よ
う

方

位

の

検

討
す
で
に
例
え
ば
護
雅
夫
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

(
江
川
〉

一
定
の
方
位
言
及
順
序
が
あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
東
↓
南
↓
西
↓
北
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
扱
う

I
-
E碑
以
外
で
、
例
え
ば

オ
ン
ギ

γ
(
O白
色
ロ
)
碑
文
で
は
例
外
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
記
載
が
一
箇
所
あ
る
に
は
あ
る
が
、
別
の
ト
ニ
ユ
ク
ク
ハ
吋
O

ロ
ヨ
宮
巴
碑

ま
ず
方
位
の
問
題
か
ら
考
え
て
み
る
。

古
代
テ
ュ
ル
ク
碑
文
に
お
い
て

t主
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文
に
お
い
て
は
、
右
に
述
べ
た
右
回
り
の
順
序
も
確
認
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
レ
て
も
検
討
が
十
分
で
な
い
と
考
え
ら
れ

る
部
分
が
あ
る
の
で
、
既
掲
の
〔
史
料
3
〕
以
外
の

I
-
E碑
の
事
例
を
整
理
し
、
補
足
と
し
て
例
外
的
な
オ
ン
ギ
ン

・
ト
ニ
L

ク
ク
雨
碑
文

(
日
)

の
記
載
も
あ
げ
て
お
く
。

ω
四

方

位

表

示

①
東
に
は

2
Z
Z
)
日
の
昇
る
と
こ
ろ
に
、

南
に
は

(r
EE
ユ
)
日
の
員
中
に
、

西
に
は

(
ρ
日
々
同
日
)
日
の
沈
む
と
こ
ろ
に
、

ル札
山
?
」

十
h

z
bv
t
 

(三
同町
E
E
)
夜
の
員
中
に

八回
ω

N
H
口

Z

H
l
N
依
文

・
異
同
あ
り
〉

②
東
に
は

(HHmr
ロ)
山
東
卒
野
に
ま
で
私
は
戦
っ
た
。
海
に
は
わ
ず
か
に
私
は
達
し
な
か
っ
た
。
南
に
は
(
『王
阿部
『5
九

エ
ル
シ
ン
に
ま
で

私
は
戦
っ
た
。

テ
ィ
ベ
ッ
ト
に
は
わ
ず
か
に
私
は
達
し
な
か
っ
た
。

西
に
は

F
5
HE
E
)
真
珠
川
を
渡
り
鍛
門
に
ま
で
私
は
戦
っ
た
。

北
に
は

Q
E
B
E
)
イ
ル
l

パ
ヤ
ル
ク
の
地
に
ま
で
私
は
戦
っ
た
。

八回
ω
ω
|品
川

H
H
H
Z
Nl
ω

飲
文
あ
り
〉

-142-

ω
三

方

位

表

示

③
北
に
は

Q
E
B
E)
オ
グ
ズ
の
民
に
向
け
、
東
に
は
(
己
岡山
込
)
契
丹

・
実
の
民
に
向
け
、
南
に
は
(
『町一
四郎
同位
)
中
園
の
民
に
向
け

八日
開

ω
∞H
口

何

回

依
文
あ
り
〉

④
東
に
は

2
1
Z
)
日
の

〔
昇
る
と
こ
ろ
に
?
]
、
南
に
は

(rE
E
Z
)
[依

文
〕
に
、
西
に
は
(官
三
凶
E
)
[絞

文
]

〈口

Z
口
〉

q
JV
 

⑤
東
に
は
(
即応貸出
)
興
安
嶺
に
ま
で
、
西
に
は
ハ
E
E)
鍛
門
に
ま
で
、
彼
ら
は
住
ま
わ
せ
た
。

⑥
東
に
は

2
mr
s
日
の
昇
る
と
こ
ろ
に
箱
の
園
の
可
汗
に
ま
で
、

二
方
位
(
東
西
〉
表
示

〈
円
何

N
H
口
開

ω

AF
依
文
あ
り
〉

彼
ら
は
戦
っ
て
捧
げ
た
。

西
に
は
(
A

日
々
日
ロ
〉
鍛
門
に
ま
で
彼
ら
は



戦
っ
て
捧
げ
た
。

〈同
開
∞
H

口
開
∞

異
同
あ
り
〉

⑦
東
に

C
K
R
S
西
に

2
5
々
R
E
)
戦
っ
て
彼
は
集
め
褒
め
た
。

〈同
肘
巴
H

口

開

口

歓
文
あ
り
〉

③
東
に
は
(広岡出門出
〉
深
河

・
山
東
卒
野
に
ま
で
私
た
ち
は
戦
っ
た
。
西
に
は

2
5々
R

Z
)

識
門
に
ま
で
私
た
ち
は
戦
っ
た
。

〈
同
何

回吋
H
H
H

何
H

切〉

⑨
東
に
は
(
広
岡
山
『
C
)

興
安
嶺
を
越
え
民
を
そ
の
よ
う
に
私
た
ち
は
住
ま
わ
せ
た
。
そ
の
よ
う
に
私
た
ち
は
組
織
し
た
。

西
に
は

2
日
々
日
ロ
)

ケ
ン
ギ
ム

l

タ
ル
パ
ン
に
ま
で
突
厩
の
民
を
そ
の
よ
う
に
私
た
ち
は
住
ま
わ
せ
た
。
そ
の
よ
う
に
私
た
ち
は
組
織
し
た
。

〈同
何
回
H

口

開

口

l
H∞
依
文

・
異
同
あ
り
〉

⑩
東
に
(ド日間
陣門口
〉
門
行
く
者
は
り
・]
汝
は
行
っ
た
。
西
に
ハ
宮
年
匝
円
ロ
〉
行
く
者
は
汝
は
行
っ
た
。
〈
同
開
包

U
X
H
口
開
巴

lNO
依
文
あ
り
〉

ω
二
方
位
(
南
北
)
表
示

⑪
南
に

(
r
E
Z
)
シ
ャ
ド
た
ち
な
る
ベ
グ
た
ち
。

北
に

Q
E
E
)
タ
ル
カ
ン
た
ち
、
ブ
イ
ル
ク
な
る
ベ
グ
た
ち
。

⑫
南
に
は
守
山
ユ
志
〉
中
園
の
民
が
敵
で
あ
っ
た
。
北
に
は

Q
E
3
)
パ
ズ
l

可
汗
、
ト
ク
ズ
l

オ
グ
ズ
の
民
が
敵
で
あ
っ
た
。
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〈同
ω
H〉

〈同
開

E
H口
H
W

巳

異
同
あ
り
〉

ω
オ
ン
ギ
ン

・
ト
ニ
ユ

ク
ク
南
碑
文

⑬
突
肢
の
民
、
東
に
は
官
官
釦
)
日
の
昇
る
と
こ
ろ
に
、

西
に
は

(
r
E
S
日
の
沈
む
と
こ
ろ
に
ま
で
、
南
に
は
ハ
r
E
Z
)
中
園
に
、
北
に
は

(三
ユ
ヨ
〉
山
林
[依
文
]

〈
O
碑
前
面
第
2
行
〉

449 

⑬
南
に
は

(r
E
Z
)
中
園
を
、
東
に
は
(
0
0

門前
)
契
丹
を
、
北
に
は
〈
可
同
門
同
志
〉
オ
グ
ズ
を
、
多
く
彼
は
殺
し
ゃl
o

〈
T
第

一
碑
西
面
第
7
行
〉

⑮

「東
に
は
(
00

円陣
)
契
丹
を
殺
す
だ
ろ
う
、
私
は
断
言
す
る
。
私
〔
た
ち
〕
を
、
オ
グ
ズ
を
殺
し
さ
え
す
る
だ
ろ
う
、

私
は
断
言
す
る
。



450 

中
闘
は
南
の
側
か
ら
(
『
王
監
ロ
ヨ
ロ
)
汝
攻
め
よ
。
契
丹
は
東
の
側
か
ら
(
3
4
E
ロ
ユ
ロ
)
汝
攻
め
よ
。
私
は
北
の
側
か
ら
(
同
町
丘
E
S
U
Bロ)

〈

げ

)

〈
T
第
一
碑
南
面
第
3
|
4
行
〉

攻
め
よ
う
。
」

⑮
東
は
(
0
0

『
出
)
契
丹
か
ら
、
南
は

(
rEZ)
中
園
か
ら
、

西
は

2
5
q乙
西
方
0
・
か
ら
、
北
は
守
王
苫
)
オ
グ
ズ
か
ら
、
二
三
千
の
私
た

ち

の

箪

が

来

る

だ

ろ

う

、

た

ぶ

ん

。

〈

T
第
一
碑
南
面
第
7
行〉

⑫
南
に
い
る

(r
E
Z
r
c
民
、
西
に
い
る

2
5
H
E
t
)、
北
に
い
る
(
司
王
百
モ
)
、
東
に
い
る
(
0
0
芯

rc
民
が
来
た
。

〈
T
第
一
碑
南
面
第
四
行
〉

と
い
う
右
回
り
が
一
般
的
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

東
西
南
北
(
⑬
)
が
例
外
的
に
敷
え
ら
れ
そ
う
な
こ
と
は
、

四
方
位
な
ら
ば
東
南
西
北
(
①
・
②
・
⑮
)
か
南
西
北
東
(
⑫
)

三
方
位
の
例
で
も
右
回

以
上
の
諸
例
か
ら
、
古
代
テ
ュ
ル
ク
碑
文
に
お
け
る
方
位
の
言
及
順
序
は
、

り
に
東
南
西
(
④
)
や
北
東
南
(
③
)
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
補
強
さ
れ
よ
う
。

の
⑬
と
、
南
東
北
の
⑭
・
⑮
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

従
っ
て
例
外
と
し
て
考
慮
す
べ
き
は
上
記
の
東
西
南
北

-144-

(
問
〉

一
方
、
劃
向
二
方
位
の
言
及
で
は
、
⑤
1
⑮
の
よ
う
に
東
西
な
ら
東
が
先
で
、
南
北
な
ら
ば
⑪
・
⑫
の
よ
う
に
南
が
先
と
な

っ
て
い
る
。
唯

の
西
東
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

〔
史
料
3
〕

一
の
例
外
が

そ
れ
で
は

〔
史
料
3
〕
も
含
め
、

ど
の
よ
う
な
時
に
例
外
的
順
序
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

歴
史
的
諸
事
賓
の
生
起
順
序
と
し

て
、
四
方

1
三
方
が
必
ず
右
回
り
に
、
東
西
や
南
北
二
方
で
必
ず
東
や
南
が
優
先
し
て
関
わ
る
こ
と
な
ど
あ
り
得
な
い
の
は
、
軍
事
的
機
密
の

重
要
性
や
行
動
の
多
様
性

・
臨
機
腔
鑓
の
本
質
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

一
般
的
な
方
位
言
及
順
序
と
は
、
諸
事
買
に
古

代
テ

L

ル
ク
民
族
特
有
の
再
編
を
加
え
た
結
果
の
記
載
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
例
外
的
な
言
及
順
序
と
な
っ
て
い
る
部
分
は
、
方

位
の
再
編
を
忘
れ
た
か
、
あ
る
い
は
別
の
理
由
が
あ
る
の
か
、

い
ず
れ
に
し
て
も
再
編
を
経
て
い
な
い
と
い
う
黙
で

史
料
的
債
値
が
よ
り
高

い
と
考
え
ら
れ
る
。



そ
こ
で
ま
.
す
東
西
南
北
の
⑬
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
己
主

zu
で
は
な
く
ぷ
苦
肉
を
使
用
し
て
い
る
も
の
の
、
文
章
一
か
ら
す
れ
ば
①
や
②
、

あ
る
い
は
④
の
よ
う
に
あ
る
べ
き
で
、
単
純
に
再
編
を
忘
れ
た
か
、
誤
っ
て
ま
ず

ωの
諸
例
の
よ
う
に
東
西
二
方
位
を
記
し
、
績
け
て

ωの
よ

う
な
南
北
を
繋
げ
た
か
、
こ
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
オ
ン
ギ
γ
碑
文
の
建
立
が

I
-
E碑
よ
り
や
や
古
い
こ
と
や
、
製
作
関
係
者

の
地
位
・
作
文
力
が
関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

決
に
南
東
北
の
⑬
・
⑮
で
あ
る
が
、
⑬
は
イ
ル
テ
リ
シ
L

(

初
代
可
汗
)
が
第
二
可
汗
闘
を
樹
立
す
る
た
め
に
、
唐
か
ら
濁
立
す
る
過
程
を

記
し
た
文
服
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
ま
ず
南
の
中
園
と
の
戟
い
が
優
先
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
勢
力
・
領
域
を
東
へ
、
北
へ
、
順
に
回
復
し
て

い
く
過
程
を
述
べ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
次
の
⑮
は
、
註
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
部
分
自
瞳
が
偵
察
兵
が
停
え
た
と
こ
ろ
の
、
ト
グ
ズ
l

オ

グ
ズ
の
可
汗
が
中
園
・
契
丹
に
迭
っ
た
使
者
に
託
し
た
言
葉
、
換
言
す
れ
ば
、
直
接
話
法
に
近
い
か
と
も
思
わ
れ
る
ト
ク
ズ
l

オ
グ
ズ
の
可
汗

オ
グ
ズ
を
殺
し
さ
え
す
る
だ
ろ
う
・」
と
あ
る
部
分
や
、
突
厩
を
三
方
か
ら
包
園
す
る
計
劃
が

述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
そ
の
扱
い
は
簡
単
に
は
一
般
化
で
き
な
い
。
古
代
テ
ュ
ル
ク
突
肢
に
よ
る
、
突
肢
を
中
心
と
す
る
方

位
言
及
順
序
と
は
別
の
角
度
か
ら
検
討
す
べ
き
も
の
、
と
も
思
わ
れ
る
。

の
言
葉
な
の
で
あ
る
。
特
に
「
私
〔
た
ち
〕
を
、
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そ
う
す
る
と
、
残
る
は
問
題
の
西
東
の
順
の
〔
史
料
3
〕
と
な
る
。
こ
の
部
分
は
、
他
の
東
西
二
方
位
の
言
及
で
必
ず
東
が
優
先
さ
れ
て
い

た
事
例
(
⑤
l
⑮
)
と
は
一
致
し
な
い
。
従
っ
て
そ
こ
に
史
料
再
編
上
の
誤
り
か
、
あ
る
い
は
別
の
理
由
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

〔
史
料
3
〕
の
文
章
と
し
て
の
パ
タ
ー
ン
、
す
な
わ
ち
諸
高
官
の
列
島
争
を
、
級
文
補
充
の
親
貼
か
ら
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

一方、

11 

文
章
と
絞
文
の
検
討

の
文
章
と
し
て
の
構
造
や
、
後
半
の
二
箇
所
の
依
文
(
歓
文
A

・
敏
文
B
)

の
補
充
に
閲
し
て
、
積
極
的
な
解
穣
が
提

出
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
諸
高
官
の
列
奉
部
分
の
構
造
は
、
先
に
引
用
し
、
ま
た
述
べ
て
お
い
た
よ
う
に
、

方
位
に
関
係
し
て
「
を
先
頭
に
、
績
い
て
(
『
住
宅
ロ
己
主
ロ
)
」
と
い
う
の
が
二
回
、
さ
ら
に
方
位
が
な
く
紙
文
で
「
績
い
て
ハ
己
主
ロ
ど
が
あ

こ
れ
ま
で
〔
史
料
3
〕

451 
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り
、
そ
の
後
に
ま
た
方
位
な
く
飲
文
で

「
を
先
頭
に
、
積
い
て
(『印
刷目
白
百
三
宅
ロ
〉
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔
史
料
3
〕
の
列
器
部
分
は
、
上
述
の
方
位
記
載
の
例
外
を
考
慮
し
理
由
が
つ
き
、
か
つ
級
文
部
分
(
敏
文
A
・

こ
こ
ま
で
述
べ
て
く
る
と
、

紋
文
B
〉
の
長
さ
に
方
位
を
表
わ
す
単
語
を
補
充
す
る
こ
と
が
可
能
な
ら
ば
、
「
西
↓
東
↓
?
↓
?
」
と
い
う
構
造
が
推
測
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
、
例
外
的
記
載
の
理
由
は
後
で
考
慮
す
る
こ
と
に
し
て
、

「
西
↓
東
↓
南
↓
北
」

と
こ
ろ
が
歓
文
A
に
績
く
部
分
の
a
g
B
g
g
H
官
民

は、

(
凹
)

七
一
七
年
か
ら
七
三
四
年
に
か
け
て
四
回
現
わ
れ
る
、
朝
貢
や
謝
婚
の
た
め
に
唐
に
来
朝
し
た
他
漏
達
干
だ
と
い
う
こ
と
が
ほ
ぼ

と

「
西
↓
東
↓
北
↓
南
」

の
い
ず
れ
か
が
、

内

容

-
H
欧
文
補
充
の
貼
か
ら
可
能
か
否
か
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

『
加
府
元
亀
』

外
臣
部
に
、

確
貫
だ
と
い
え
る
。

(

初

)

あ
る
。
従
っ
て
中
園
側
に
名
を
知
ら
れ
た
こ
れ
ら
二
人
が、

さ
ら
に
積
く

J
o
ミ
ロ
ρ
Z
ゲ
ミ
F
E
E
S
S
g
w
が
、
有
名
な
敵
欲
谷
と
そ
の
官
職
名
の
連
結
で
あ
る
こ
と
は
定
説
で

突
蕨
ビ
ル
ゲ
可
汗
の
即
位
を
中
心
に
考
え
れ
ば
、

南
と
い
う
方
位
と
結
び
つ
く

こ
れ
ま
で
漢
文
史
料
に
現
わ
れ
た
人
名
と
同
定
さ
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こ
と
も
推
測
さ
れ
よ
う
。

翻
っ
て
依
文
B
に
績
く

が
邸玄
ぬ
}内巴
町
E
N
w
に
つ
い
て
は
、

れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
こ
の
人
物
は
北
方
と
結
び
つ
い
て
い
て
、

そ
れ
が
た
め
に
中
園
側
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
て
レ
な
か
っ
た
と

も
推
測
さ
れ
る
。

以
上
の
諸
貼
を
考
慮
し
て
、
敏
文
A
に
は
「
南
に
は
」
を
、
紙
文
B
に
「
北
に
は
」
を
補
充
し
、
問
題
の
列
皐
部
分
全
瞳
を
西
東
南
北
の
順

に
言
及
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
か
否
か
、
と
い
う
段
階
に
辿
り
つ
く
。

「南
に
は
」
に
割
腹
す
る
問
主
聞
は
r
E
包
巴
(
①
i
④
)
か
、
あ
る
い

は
立
ユ
ユ
ハ
⑪
J
⑭
、
⑮
〉
で
あ
ろ
う
が
、
前
者
で
あ
れ
ば
そ
の

ル
l
ン
文
字
表
記
は
唱
十
円
¥
円
+
ぞ
+
の
+
弔
+
O
¥
凸
(

N

こ
ι「ル
t
F
Z
)

の
六
文
字
と
な
り
、
後
者
で
あ
れ
ば
弔
+
同
¥
同
+
宅
+
J
円
N
+
〉
¥
院
(

M

m
』

ι
F
P
'
句
)
の
五
文
字
と
な
る
。
同
様
に
「
北
に
は
」
に
封
鹿

す
る
単
語
は
三
巴
『
曲
目
(
①
l
③
)
か
ー
ュ
『
p
u『

E
z
-
-
ュ
苫
(
⑪
J
⑭
、
⑮
)
だ
が
、
前
者
な
ら
ば
J
円
相
+
H
¥
同
十
阿
倍
十
可
+
岡
山
H
+
。
¥
巴

(
乞

芝

r
A
)
の
六
文
字
、
後
者
な
ら
一
般
的
に
は
J
円
相
+
ご
T
H
N
H
+
ヲ
+
〉
¥
院
(
乞

r
a匂
)
の
五
文
字
と
な
る
。

そ
こ
で

E
碑
の
問
題
の
級
文
部
分
の
確
認
が
必
要
と
な
る
が
、
買
は
碑
文
は
上
部
で
折
れ
て
護
見
さ
れ
た
こ
と
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
陵
の
篤

〈

幻

)

員
集
『
オ
ル
ホ
ン
碑
文
』
か
ら
剣
明
す
る
。
ロ

ω
ロ
ー
に
が
よ
く
確
認
で
き
る
閏
版
二
九
を
見
る
と
、
斜
め
の
裂
損
に
よ

っ
て
碑
文
は
離
れ



て
曲
が
っ
た
位
置
に
二
片
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
裂
損
・
分
離
し
た
部
分
を
挟
ん
で
飲
文
A
が
あ
る
。
依
文
B
は
表
面
の
依
損
で
あ
る
。
従
つ

て
絞
文
A
の
長
さ
の
測
定
は
容
易
で
は
な
い
。

〈

詑

)

私
は
こ
の
部
分
の
長
さ
を
確
定
す
る
た
め
に
、
園
版
二
九
の
複
寓
を
切
断
し
て
重
ね
合
わ
せ
、
接
合
し
て
提
示
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
本
稿

都
合
う
既
引
の
口

ω
ロ
か
ら
、
歓
文
A
の
長
さ
を
判
断
し
て
み
よ
う
。
ル
l
ン

そ
の
時
の
結
果
と
、

で
は
そ
れ
が
不
可
能
で
は
あ
る
が
、

文
字
の
並
び
は

[
]
区
一
]

回
目
。

、
円
悼
。
¥
C
M
N
N

択
一
四
回
同
¥
同
口
の
〉
¥
〉
い

[
O
吋

Z
J
恒
国
与
〕
宮
口

O
c
z
h
叶
回
。
¥
C
H
N
M

烈

円

、

悼

文

吋

H

何
回
一
一
唱
。

¥
d
↑
|
|
|
|
依

冨

Z
H

(

お

〉

そ
の
補
充
は
別
の
文
か
ら
補
強
さ
れ
る
の
で
、

A
l
li--↓
口

門

]G〕

と
な
っ
て
い
る
。
口

ω
ロ
に
お
い
て
も
紙
文
が
あ
る
の
で
や
や
問
題
、
が
残
る
が
、

今
こ
の
朕

態
で
判
断
す
る
と
、
依
文
A
と
並
ぶ
部
分
に
は
、

四
つ
の
「
:
」

も
含
め
約

一
五
文
字
分
の
長
さ
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

「
南
に
は
〈
r
E
m位ユ
叉
は

r
E
Z
)」
を
補
充
す
る
こ
と
が
、
単
語
の
長
さ
か
ら
も
可
能
で
、
し
か
も
依
文
直
前
の

d
戸
マ
ハ
す
な
わ
ち
回
目
+
O
¥
C
)
、が

}
u
p
δ
σ

〈
す
な
わ
ち
回
M
)

と
一
致
し
な
く
て
も
、
別
の
一
語
が
あ
っ
た
と
考
え
て
支
障
は
な
い
と
思
わ
れ

以
上
か
ら
依
文
A
に
は

-147ー

v

。。次
に
級
文
B
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
比
較
的
簡
車
で
、

そ
の
長
さ
は
前
記
の
園
版
二
九
の
口

ω
口
と
劃
照
さ
せ
れ
ば
よ
い
。
南
行
の
関
係

は
ほ
ぼ〔

]
戸
]

-

H

ハN
F凹

12: 
c: 
|弓

|す

文|三

I ~ 

I~ d 

B 

[
]
広
〕

∞H
O

¥

C

J

円

H
H
N
H
O門

H
A
l
l依

で
あ
る
か
ら
、

依
文
B
の
長
さ
は
七
文
字
程
度
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
に

「
北
に
々
E
E
E
又
は
u

ユ
ュヨ)」

が
入
っ
て

「:」

で
匝
切

れ
ば
ほ
ぼ
丁
度
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
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以
上
の
よ
う
な
た
ど
た
ど
し
い
検
討
の
結
果
、
や
っ
と
〔
史
料
3

〕

の
列
奉
部
分
は
、
理
由
を
除
け
ば
飲
文
A
-
B
に
南
北
の
方
位
を
補
充



〔長〈喜主的
J
-
'
J
~
心
ふ
Q
~
~
玉
石
.
l
Q
心
時

J心必-þ<側-'J.....J
ν

，
~ト

m
え
当
主
主
議
官
註
科

Qlill皿
!
援
活
魚
'
:
Q
草
案
.
;
.
2
以
照
割
引
J
*
点。t\-'

必
ム
。
付

.J
l{¥後

tukati 
asidgil 

す
べ

て
汝

聞
け

。

s
a
b
i
m
i
n
 

私
の

言
葉

を

。
d
k
a

o
l
u
r
t
u
m
 

時
に

私
は
即
位
し
た
。

q
a
r
a
n
 
b
u
 

可
汗

bilga 

ビ
ノ
レ
ゲ

tur(
む
)
k

突
阪

の

Q
話
取
必

Jrtt>~.....J
ν
お

.J
心
。

ta
I)rida 

b
o
l
m
i
s
 

天
か

ら
生

ま
れ

た

ta
I)n

t
a
g
 

天
の

よ
う

な

[lJ 

a 

・ηこ

Ef 

. ，iLVU 

VJJE4 

b
a
g
l
a
r
 

ベ
グ
た
ち
，

sadpit 

シ
ャ

ド
た

ち
な

る

biriya 

南
に

b
o
d
u
n
u
m
 

私
の

民

こ
の

m族

v叩氏
uの

q私

biriki 

一
つ

に
な

れ
る

o
r
l
a
n
i
m
 

私
の
息
子
た
ち
，

I' 

bち

n~
」

mr動

"戸mN

.m彩

・1
ulayu 

員
っ

先
に

b
u
 

b
o
d
u
n
i
 

民

b
a
g
l
a
r
 

ベ
グ

た
ち

toquz 
o
r
u
z
 

ト
ク
ズ
ー
オ

グ
ズ
の

[2J 
]
 

文
快

0・

otuz[tatar 
?

 

三
十
〔
姓
縫
組

baglar 

ベ
グ

た
ち

b
u
y
r
u
q
 

ブ
イ
ノ
レ
ク
な
る

tarqat 

タ
ル
カ
ン
た
ち
，

こ
の

b
o
d
u
n
u
r
 

民
を

の-Vd: 

aJH
吋

γ''F--

vpivJt 

[10J 
olurup 

即
位

し
て

略
.
.
.
[9J 

... >
 

中
〈

ti
I)la 

聞
け
。

qatirdi 

し
っ
か
り

a
sid 

adguti 

よ
く

s
a
b
i
m
i
n
 

私
の

言
葉

を
。、可

4
，..... 

u 

'b 

y
o
q
 

貧

qiltim 

私
は
し
た
。

u
k
u
s
 

多
く

q
a
r
a
n
 

可
汗

に

b
o
d
u
n
u
r
 

民
を

qiltim 

手
ム
は
し
T
こ，

b
a
y
 

堕
か

に

b
o
d
u
n
u
r
 

民
を

聞
け
，

ciray
 

貧
し
い

q
u
b
r
a
t
d
i
m
 

私
は
集
め
た
，

こ
の

azu 

あ
る

い
は

az 

少
な

いasidi
I) 

汝
聞
け
。

b
u
n
i
 

こ
れ
を

b
o
d
u
n
 

baglar 

ベ
グ

た
ち

，

tur(u
)
k
 

突
阪

の

b
a
r
 ru 

あ
る
か
。

igid 

嘘
は

q
o
p
 

す
べ

て

s
a
b
i
m
d
a
 

私
の

言
葉

に
〔長(喜主申〕

1
 S
 1
-
1
0
 (指令く.lQ-，=，

)
 

民
よ

円
建

Qliinrr
臨
よ

J.....Jν'
公
的
:
，
~
 tt<嵐官主-þ<

Q
剖
(
副
主
li~

久
J.....Jν

.
J
兵
制
千

~m民
4
思
議
主
主
」
嬰
令
守
(
J

*.;.2担庄-'J
IIIIU 

í'
ν
4
県

1111日
千
)
~
必
_
:
>
。
認
内

J必
〉
内
)
Q
~
駅

・
IIIIUF民

営
~
母
争
以
制
後
必
ム
千

J.lQl{\""O
.....J-R.....Jリリ千

)
1三

λ
J
兵
制
千

J
Q
南

淵

韻!2..，Gl掴傾
J
手
当
涜
心
，

~\.....J&:; Q
4!!:l脳

会
心
部

t'A~
ν
r
ぜ.;.2ム。

く
-
H
-
皆
>

..，Gl4!U~rtt>ag
.....J.;.2揺余~'

4ト
m
犬
家
議
官
量
判
Q1

匪
阻
害
吉

岡
íl金
制
」
ど

í
#

-Þ<f
ト
必

Jミ
~
1咲
阻
工
芸

初
心
主
」
ム
"
V
"
C'I 
iミ

まミ革手五
E}
同
社
←
'

恵
《
官
制
送
昔
11く

ほ
ど
'

割く医者ま
l1
1
a
'
J
t
園
以
具
合
的

i+-.
)，

111 
+-:=--'r<-4

J
会

j握:..J.;.2量ß
~
"

d
司
ヤ
ム

JミE
匙科4t1盟!ll

Q
í怯-Þ<

J
心神t'

A~
t-(l.J

付
士
f

(お〉
益!t
Q
話
余
Q
臨
墨
付
社
~A~<工、~t-(l-'J..，Gl潤

Y
ν
ム
的
。

.J
Q
斗
心
必
極

Ki長
島
監
ム
絵

E祉
会

j出
国
主
主
主
」
製

1耗
J
吋
心
よ

J，.，，*
'~
'

!1! 
'!1! 

.J
兵
会

I1報
賠
Jν

ム-t
:'-'J.....J' 

白山4y



454 

す
る
こ
と
が
可
能
で

「
西
↓
東
↓
南
↓
北
」
と
い
う
文
章
構
造
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
が
、
推
測
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。
残
さ
れ
た

理
由
の
問
題
と
ビ
ル
ゲ
可
汗
の
即
位
の
背
景
、

さ
ら
に

I
碑
の
冒
頭
部
分
と
の
閥
係
は
節
を
改
め
て
考
え
て
み
よ
う
。

ピ
ル
ゲ
可
汗
の
即
位
と
闘
特
勤
碑
文

ピ
ル
ゲ
可
汗
は
、
そ
の
叔
父
で
あ
り
突
阪
第
二
可
汗
圏
第
二
代
の
カ
プ
ガ
ン
可
汗
(
歎
畷
)
の
治
世
中
、
す
な
わ
ち
彼
の
一
四
(
あ
る
い
は
一

五
〉
歳
の
時
(
六
九
七
/
六
九
八
年
)
以
来
、
突
蕨
統
治
領
域
の
西
牢
の
タ
ル
ド
ヲ
シ
ュ
公
阻
止
ロ
仰
)
に
お
い
て
シ
ャ
ド
ハ
山
主
、
殺
)
の
官
職
に
あ

(
M〉

司
た
。
そ
し
て
彼
は
口

ωω

に
よ
れ
ば
一
九
年
閉
そ
の
地
位
に
あ
っ
た
と
い
う
。
彼
が
シ
ャ
ド
在
任
中
に
、
領
域
西
牟
の
タ
ル
ド
ゥ
シ
ュ
で

(

お

)

か
な
り
の
功
績
を
残
し
、
後
に
も
政
治
的
影
響
力
を
興
え
た
こ
と
は
推
測
に
難
く
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

〔
史
料
3
〕
に
現
わ
れ
る
キ
ュ
ル
l

チ

ョ
ル
と
同
一
の
人
物
と
さ
れ
る
キ
ュ
リ
ー
チ
ョ
ル

(
E
Z
m
o
乙
の
事
蹟
を
記
し
た
所
謂
キ
ュ
リ
ー
チ
ョ
ル
碑
文
で
は
、
主
題
者
キ
ュ
リ
ー
チ
ョ

ル
が
、
「
タ
ル
ド
ゥ
シ
ュ
の
民
を
組
織
・
命
令
し
て
、
彼
は
在
職
し
た
」
と
い
う
(
穴
ロ
碑
南
面
第
二
行
)
。
も
っ
と
も
主
題
者
キ
ュ
リ
ー
チ
ョ
ル

(

お

〉

は
一
人
で
は
な
く
、
そ
れ
は
官
職
で
二
人
あ
る
い
は
三
人
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
解
稗
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
ビ
ル
ゲ
可
汗
の
即
位
時

に
、
西
方
か
ら
、
シ
ャ
ド
と
は
確
認
さ
れ
な
い
キ
ュ
ル
1

チ
=
ル
が
シ
ャ
ド
た
ち
よ
り
先
に
立
っ
て
列
し
て
い
る
こ
と
は
、
か
つ
て
西
方
タ
ル

-148ー

ド
ヮ
シ
ュ
で
シ
ャ
ド
と
し
て
在
任
し
て
い
た
ビ
ル
ゲ
可
汗
と
の
、
何
ら
か
の
密
接
な
関
係
を
想
起
さ
せ
る
。
た
だ
し
こ
の
場
合
、

キ
ュ
ル
l

チ

ョ
ル
を
タ
ル
ド
ヮ
シ
ュ
の
ベ
グ
た
ち
と
し
て
「
西
に
は
」
と
言
及
し
て
い
る
の
で
、
必
然
的
に
劃
臆
す
る
領
域
東
牟
の
テ
リ
ス
の
ベ
グ
た
ち
、

す
な
わ
ち
「
東
に
は
」
を
衣
に
言
及
す
る
こ
と
に
な
司
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
前
節
で
残
し
た
問
題
の
一
部
、

西
東
南
北
と
い

う
方
位
言
及
順
序
に
お
け
る
西
の
優
先
の
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
た
い
。

そ
れ
で
は
、
右
の
よ
う
な
〔
史
料
3
〕
の
解
揮
を
も
と
に
、
ピ
ル
ゲ
可
汗
の
即
位
に
結
び
附
け
て
考
え
ら
れ
る
史
料
・
事
責
は
他
に
な
い
の

だ
ろ
う
か
。

す
で
に
註
記
し
た
よ
う
に
、
ロ
H

W

H

が

〔
史
料
3
〕

(

幻

)

の
引
用
部
分
の
間
目
頭
に
間
接
的
に
関
係
す
る
が
、
断
績
的
飲
文
は
文
一
意
を
詳
ら
か
に
し
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の
問
題
が
展
開
さ
れ
る
と
思
う
。
例
え
ば
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
と
は
第
二
可
汗
園
の
い
つ
の
時
期
に
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
。

H
ω
Y

N
5
に
見
え
る
「
〔
汝
〕
聞
け
(
即
日正

mMY
E
P
5
F
宣
告
。
〉
」
と
い
う
表
現
は
、
引
用
し
な
か
っ
た

H
ω
呂

以
降
に
現
わ
れ
る
「
こ
こ
に

(

却

)

私
は
刻
ん
だ
」
(
円
ω
H0・
HH)、
「
す
べ
て
永
遠
な
る
石
に
私
は
刻
ん
だ
」
(同
ω
口
)
、
「
そ
れ
に
《
見
つ
つ
/
従
い
つ
つ
》
汝
知
れ
」
(
円
ω
ロ
)、

(

却

)

「
こ
れ
を

《
見
つ
つ
/
従
い
つ
つ
》
汝
知
れ
」
(
同
ω
HS
、
「
永
遠
な
る
石
を
私
は
彫
ら
せ
た
」
(
目
ω
ロ
1
5
)
と
レ
う
表
現
と
完
全
に
は
封
腔
せ

ず
、
碑
文
の
主
張
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
流
布

・
徹
底
さ
せ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
。
あ
る
い
は
こ
の
南
面
部
分
は
本
賞
に

「本
文
」
に
劃
す

る
要
約
的
な

「序
文
」
な
の
か
、
と
い
う
根
本
的
疑
問
、
等
々
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で

〔
史
料
4
〕
を
冷
静
に
眺
め
て
み
る
と
、
そ
の

一
行
自
の
後
半
は
、
ど
こ
と
な
く
〔
史
料
3
〕
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に

思
え
る
。

す
な
わ
ち
先
の
方
位
の
検
討
で
⑪
と
し
て
も
引
用
し
た
部
分
で
あ
る
が

こ
こ
に
お
い
て
は

「
シ
ャ
ド
た
ち
な
る
ベ
グ
た
ち
」
が

「南
に
」
と
し
て

「
タ
ル
カ
ン
た
ち
、
ブ
イ
ル
ク
な
る
ベ
グ
た
ち
」
が
「
北
に
」
と
し
て
言
及
さ
れ
て
お
り
、
方
位
の
鈷
で
は

一
致
し
て
い

な
い
。
し
か
し
手
前
に
列
翠
さ
れ
た
近
親
集
園
や
、
後
績
の
支
配
下
の
非
突
肢
の
ベ
グ
た
ち
と
と
も
に
ま
と
め
て
二
度
の
「
聞
け
」
と
い
う
語

ビ
ル
ゲ
可
汗
の
即
位
時
と
、

に
挟
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。

同
じ
く
ビ
ル
ゲ
可
汗
の
聞
く
べ
き

言
葉
に
共
通
し
て
現
わ
れ
る

-150ー

「
シ
ャ
ド
た
ち
な
る
ベ
グ
た
ち

へ
「
タ
ル
カ
ン
」
た
ち

マ
フ
ィ
ル
タ
」
な
る
「
ベ
グ
た
ち
」
と
い
う
の
は
、
全
く
別
の
時
の
参
集
者

・
聴
衆

で
あ
ろ
う
か
。
別
の
時
の
二
事
質
と
考
え
る
に
し
ろ
、

ほ
ぼ
同
時
に
生
起
し
た
朕
況
と
考
え
る
に
し
ろ
、

そ
の
誼
明
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し

こ
れ
だ
け
の
諸
高
官

・
族
長
が
任
地
を
留
守
に
し
て
集
ま
り
、
碑
文
に
記
録
さ
れ
る
こ
と
は
、

ピ
ル
ゲ
可
汗
の
治
世
中
に
そ
う
何
度
も
あ
っ
た

と
は
考
え
難
い
。

例
え
ば
こ
こ
で
、

ビ
ル
ゲ
可
汗
の
即
位
時
に
、
ビ
ル
ゲ
可
汗
の
言
葉
を
聞
き
得
る
距
離
に
諸
高
官

・
族
長
が
参
集
し
て
い
る
朕
況
を
想
定
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

〔
史
料
3
〕
の
動
か
ぬ
事
買
と
〔
史
料
4
〕
の
朕
況
は
、
方
位
の
不

一
致
を
除
い
て
、
右
の
よ
う
に

考
え
て
結
び
つ
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

。佳
品

。-ロユ
Z
5.
で、

の
冒
頭
に
近
い
部
分
、

「
こ
の
時
に
私
は
即
位
し
た
」
と
課
し
た
個
所
の
原
文
は

d
z

こ
の

d
z
c
丘
内
問
は

ロ

Z
H
で
は

.r
α《出向
門
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た

‘o-EE
Uに
は
「
統
治
す
る
」
、
「
治
め

〔
史
料
4
〕



る
」
、
「
即
位
す
る
」
、
「
居
る
」
、
「
占
め
る
」
等
の
様
々
な
意
味
が
あ
る
こ
と
、

(
初
)

と
解
揮
す
る
の
が
最
善
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
酷
か
ら
も
上
記
の
よ
う
な
朕
況
理
解
は
補
強
さ
れ
る
と
思
う
。
そ
う
す
る
と
、
同
様
に
註
記
し
た

口
開
H

の
文
章
も
即
位
時
の
こ
と
を
停
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
問
題
な
し
と
し
な
い
が
、
こ
こ
で
は
「
即
位
す
る
」

〔
史
料
3
〕
と
〔
史
料
4
〕
に
お
け
る
諸
高
官
・
族
長
と
方

位
の
封
雁
の
不
一
致
は
、
決
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

す
な
わ
ち
、

ビ
ル
ゲ
可
汗
の
即
位
に
先
だ
っ
て
東
西
南
北
の
四
方
か
ら
突
肢
の
諸
高
官
・
族
長
が
参
集
し
た
が
、
そ
の
言
及
順
序
は
、
即
位

前
の
ピ
ル
ゲ
可
汗
(
小
殺
)
の
任
地
で
密
接
な
関
係
が
あ
っ
た
西
方
の
タ
ル
ド
ゥ
シ
ュ
が
優
先
さ
れ
て
「
西
↓
東
↓
〔
南
〕
↓
〔
北
〕
」
と
な
っ

た
。
そ
し
て
ビ
ル
ゲ
可
汗
の
聞
く
べ
き
言
葉
が
護
せ
ら
れ
た
時
に
は
、
諸
高
官
・
族
長
は
近
親
集
圏
や
支
配
下
の
非
突
販
の
ベ
グ
た
ち
と
と
も

(

紅

)

に
、
南
北
に
並
ば
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

の
全
部
、

の
部
分
に
、
護
氏
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
ナ
シ
3

ナ
リ
ズ
ム
」
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
い
つ
の
こ
と
か
。
嘗
然
な
が
ら
可
汗
位
を
纏

承
し
た
七
二
ハ
年
か
そ
の
少
し
後
、
碑
文
で
言
う
「
即
位
」
の
時
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
扶
況
の
も
と
で
護
せ
ら
れ
た
ビ
ル
ゲ
可
汗
の
言
葉
、

す
な
わ
ち
一
部
は
〈
中
略
〉
し
た
が
〔
史
料
4
〕

同

ω
H
l
l
H
O

-151ー

私
は
〔
史
料
4
〕
を
掲
げ
た
少
し
後
に
、
護
氏
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
解
調
停
を
護
展
的
に
縫
承
し
よ
う
と
す
れ
ば
、

さ
ら
に
い
く
つ
か
の
問

題
が
展
開
さ
れ
る
と
述
べ
て
お
い
た
。
そ
の
ひ
と
つ
、
突
厭
第
二
可
汗
固
に
お
け
る
「
ナ
シ
司
ナ
リ
ズ
ム
」
が
確
認
さ
れ
る
時
期
は
い
つ
か
と

言
え
ば
、
引
用
し
な
か
っ
た
碑
文
の
他
の
部
分
も
含
め
、
既
記
の
七
一
六
年
か
そ
の
少
し
後
、
碑
文
で
言
う
「
即
位
」
の
時
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う
。
碑
文
の
建
立
は

I
碑
が
七
三
二
年
、

E
碑
が
七
三
五
年
と
本
稿
冒
頭
に
記
し
て
お
い
た
が
、
碑
文
か
ら
確
認
さ
れ
る
突
阪
第
二
可
汗
園

の
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
は
、
断
じ
て
キ
ョ
ル
特
勤
や
ビ
ル
ゲ
可
汗
が
相
次
い
で
渡
す
る
七
三

0
年
代
の
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

457 

か
、
と
い
う
黙
に
つ
い
て
は
、

ま
た
、
言
及
し
て
お
い
た
も
う
ひ
と
つ
の
疑
問
、
-
碑
の
南
面
部
分
は
本
嘗
に
東
面
以
降
の
「
本
文
」
に
劃
す
る
要
約
的
な
「
序
文
」
な
の

「
本
文
」
の
本
質
を
ど
う
把
握
す
る
か
に
よ
っ
て
問
題
の
展
開
が
異
な
っ
て
こ
よ
う
が
、
私
は
、
さ
し
あ
た
り
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-
碑
の
南
面
の
大
部
分
、

同
ω
H1
5
の
途
中
ま
で
、
換
言
す
れ
ば
〔
史
料
4
山
と
し
て
引
用
し
た
部
分
が
、
ビ
ル
ゲ
可
汗
そ
の
人
の
「
即
位
」

(

位

〉

時
に
、
近
親
集
圏

・
諸

J

高
官

・
族
長
、
お
よ
び
支
配
下
の
非
突
蕨
の
ベ
グ
た
ち
に
言
っ
た
言
葉
だ
と
解
穫
す
べ
き
こ
と
を
提
案
し
、

「序
文
」・

「
本
文
」
論
に
つ
い
て
は
後
考
に
侠
ち
た
い
。
た
だ
し
、

同
ω
5
の
途
中
以
降
、
〔
史
料
4
〕
と
し
て
引
用
し
た
部
分
に
結
く
部
分
は
、
そ
の

引
用
の
少
し
後
で

H
ω
51
5
に
か
け
て
六
箇
所
言
及
し
て
碑
文
の
主
張
の
流
布
・
徹
底
の
問
題
を
指
摘
し
た
が
、
七
一
三
年
の
キ
ョ
ル
特

勤
の
死
か
ら
七
三
二
年
の

I
碑
完
成
ま
で
の
聞
に
作
成
さ
れ
た
文
章
だ
と
思
う
。
そ
の
意
味
で
、

I
碑
に
お
い
て
南
面
全
部
が
「
序
文
」
の
よ

う
な
一
語
で
把
握
さ
れ
る
べ
き
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
燭
れ
て
お
い
た
碑
文
の
主
張
の
流
布
・
徹
底
の
方
法
に
つ
い
て
言
え
ば
、
第
二
可
汗
園
の
隆
盛
期
、

ビ
ル
ゲ
可
汗
時
代
現
出
の
功

務
者
で
あ
る
キ
ョ
ル
特
勤
が
死
に
、
彼
の
た
め
に
碑
文
を
建
立
す
る
に
際
し
、
兄
の
ピ
ル
ゲ
可
汗
は
、
自
分
の
「
即
位
」
時
の
言
葉
を
そ
の
碑

に
記
し
、

や
や
遅
ま
き
な
が
ら
そ
の
統
治
理
念
や
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
を
確
認
し
た
ら
し
い
こ
と
は
讃
み
取
れ
る
が
、

そ
の
数
果
が
ど
れ
ほ

-152ー

ど
の
も
の
だ
っ
た
か
は
剣
然
と
し
な
い
朕
況
に
あ
る
。

最
後
に
、
中
園
側
の
〔
史
料
2
〕
に
見
え
る
即
位
と
、
碑
文
の
〔
史
料
3
〕
・
〔
史
料
4
〕
に
記
さ
れ
る
「
即
位
」
は
、
第
一
節
の
最
後
近
く

で
問
題
と
し
た
よ
う
に
、
同

一
の
こ
と
と
考
え
て
よ
い
の
か
否
か
、
こ
の
貼
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
こ
う
。

〔
史
料
1
〕
に
あ
る
よ
う
に
、
歌
畷
の
殺
害
後
そ
の
首
紐
が
長
安
に
停
え
ら
れ
た
の
は
、
開
元
四
ハ
七

一
六
)
年
六
月
の
ニ
九
日
の
こ
と
だ
っ

た
。
こ
の
時
黙
で
ど
の
よ
う
な
情
報
が
同
時
に
俸
え
ら
れ
た
か
を
〔
史
料
1
〕
と
〔
史
料
2
〕
か
ら
推
測
す
る
と
、
前
者
の
後
半
部
分
、
後
者

の
途
中
部
分
、
す
な
わ
ち
小
殺
(歎
材
料
連
)
が
可
汗
と
な
っ
た
こ
と
は
、

あ
る
い
は
俸
え
ら
れ
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

R
-
o
h

】、

中
/

φ

/

〔
史
料

キ
ョ
ル
特
勤
に
よ
る
嘗
部
の
鳩
合
や
黙
畷
一
涯
の
一
掃
、
そ
し
て
ビ
ル
ゲ
可
汗
の
擁
立
を
軸
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
諸
事
件
に
要
す
る
時
開
が
不
明
で
あ
る
以
上
、
黙
畷
の
首
級
到
着
時
に

2
〕
に
し
て
も
、

〔
史
料
2
〕
の
途
中
部
分
が
俸
わ
っ
た
と
断
定
す
る
に
は
困
難
が

伴
う
。
も
ち
ろ
ん
新
可
汗
の
情
報
は
中
園
側
の
最
大
の
関
心
事
で
あ
り
、

そ
の
年
の
後
牟
と
考
え
ら
れ
る
時
期
に
あ
っ
た
、
河
曲
の
降
戸
を
め

(

幻

〉

ぐ
っ
て
有
利
と
な
っ
た
ヒ
ル
ゲ
可
汗
の
侵
入
作
戦
も
ほ
ど
な
く
俸
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、

〔
史
料
2
〕
の
末
尾
近
く
の

「
開
元
四
年
を



以
っ
て
即
位
」
と
い
う
情
報
は
、

お
そ
ら
く
同
年
中
に
停
え
ら
れ
た
記
録
に
依
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
封
し
、

〔
史
料
3
〕
や
〔
史
料
4
〕
に
見
え
る
「
即
位
」
の
記
載
は
、
紀
年
を
歓
き
、

〔
史
料
2
〕
の
奮
部
の
鳩
合
や
賦
畷
一
涯
の

一
掃
の
完
了
を
前
提
と
し
、
任
地
に
お
け
る
諸
高
官
・
族
長
の
留
守
を
想
起
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
の
貼
の
違
い
を
考
慮
す
れ
ば
、
中
園
側

漢
文
史
料
が
俸
え
る
即
位
と
は
七
一
六
年
の
可
汗
位
纏
承
の
こ
と
で
あ
り
、
碑
文
が
停
え
る
「
即
位
」
は
、
七
一
六
年
か
そ
の
直
後
に
あ
っ
た

「
即
位
式
」
と
で
も
考
え
ら
れ
る
儀
式
の
朕
況
の
よ
う
で
さ
え
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
で
震
せ
ら
れ
た
ビ
ル
ゲ
可
汗
の
言
葉
、
す
な

は
ず
の

わ
ち
〔
史
料
4
〕
を
貫
く
「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
そ
の
他
の
理
念
は
、
上
記
の
七
一
六
年
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
、
河
曲
の
降
戸
を
め
ぐ
っ
て

有
利
と
な
っ
た
ビ
ル
ゲ
可
汗
の
侵
入
作
戦
よ
り
も
、
そ
れ
を
諌
め
た
ト
ニ
ュ
グ
グ
の

「
我
が
衆
は
新
た
に
集
ま
り
し
も
の
に
し
て
、
猶
向
疲
一
鳳
せ
り
。
須
く
且
く
三
数
年
息
養
す
べ
し
。
始
め
て
襲
を
親
て
奉
ぐ
ベ
し
。
」

『
逼
典
』
巻
一
九
入
港
防
一
四
突
殿
中
、
又
『
奮
唐
蓄
』
巻
一
九
四
上
突
厭
俸
上
も
同
文

-153ー

と
俸
え
ら
れ
た
言
葉
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
考
え
て
誤
り
な
け
れ
ば
、
碑
文
史
料
は
、
漢
文
史
料
の
可
汗
位
纏

承
と
は
別
の
、
お
そ
ら
く
は
少
し
後
の
、
即
位
式
と
も
言
う
べ
き
朕
況
と
と
も
に
、
そ
の
時
に
お
け
る
ピ
ル
ゲ
可
汗
の
言
葉
、
そ
の
時
の
突
厭

第
二
可
汗
園
の
あ
り
ょ
う
を
俸
え
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

お‘

わ

り

以
上
本
稿
で
迂
遠
の
道
を
通
っ
て
述
べ
て
き
た
こ
と
の
要
貼
を
ま
と
め
る
と

ωビ
ル
ゲ
可
汗
の
即
位
に
関
す
る
碑
文
史
料
の
う
ち
、
ロ

ω
5
1
E
の
部
分
を
解
調
停
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
方
位
と
文
章
構
造
・
歓
文
の
問
題

に
行
き
着
く
。
問
題
の
部
分
は
、
例
外
的
な
方
位
言
及
順
序
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
残
存
部
分
・
依
文
部
分
を
合
わ
せ
「
西
↓
東
↓

459 

南
↓
北
」
と
い
う
文
章
構
造
だ
っ
た
と
解
稗
・
補
充
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

ω方
位
言
及
順
序
が
右
の
よ
う
に
例
外
的
に
な
っ
て
い
て
、
そ
こ
で
西
が
優
先
さ
れ
て
い
る
理
由
の
ひ
と
つ
は
、

ビ
ル
ゲ
可
汗
が
卸
位
前
に
領
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域
西
半
の
タ
ル
ド
ゥ
シ

A

に
お
い
て
シ
ャ

ド
だ
っ
た
と

い
う
、

西
方
と
の
密
接
な
関
係
が
推
測
さ
れ
る
。

そ
こ
に
列
奉
さ
れ
た
諸
高
官

・
族
長
の
問
題
は
、
キ
ョ
ル
特
勤
碑
文
回
目
頭
に
見
え
る
ビ
ル
ゲ
可

ω口
ω
ロ

l
E
の
解
穣

・
補
充
に
よ
っ
て
、

汗
の
言
葉
や
そ
の
中
に
お
け
る
諸
高
官

・
族
長
へ
の
言
及
部
分
と
結
び
つ
い
て
く
る
。

す
な
わ
ち

ロ

ω
ロ
ー
に

の
四
方
か
ら
参
集
し
た

諸
高
官

・
族
長
は
、
即
位
時
に
南
北
二
方
に
並
ん
で
ビ
ル
ゲ
可
汗
の
言
葉
を
聞
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

川
開
突
欧
第
二
可
汗
園
に
お
け
る

「
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」
が
確
認
さ
れ
る
時
期
は
、

-
碑

-
E碑
建
立
の
七
三

0
年
代
と
い
う
よ
り
は
、
ビ
ル
ゲ

可
汗
即
位
の
七
一
六
年
か
そ
の
直
後
で
あ
ろ
う
。

助
キ
ョ
ル
特
勤
碑
文
の
南
面
部
分
は
、
東
面
以
降
を
「
本
文
」
と
考
え
そ
の
要
約
的
な
「
序
文
」
と
解
稗
す
る
よ
り
も
、
冒
頭

同
ω
H1
5
の

途
中
ま
で
を
ビ
ル
ゲ
可
汗
即
位
時
の
言
葉
と
考
え
、

べ
き
で
あ
る
。

同
ω
HO
の
途
中
以
降
の
南
面
部
分
は
七
三
一

1
七
三
二
年
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
す

「序
文
」
・
「
本
文
」
の
よ
う
な
理
解
に
は
再
考
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

制
中
国
側
漢
文
史
料
が
俸
え
る
ビ
ル
ゲ
可
汗
の
即
位
と
は
、

碑
丈
史
料
の

口

ω
E
l
z

-154ー

七
一
六
年
に
お
け
る
可
汗
位
纏
承
の
こ
と
で
あ
り
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
些
細
な
問
題
に
こ
だ
わ
っ
た
た
め
、

や

H
ω
回
以
降
が
記
す
ビ
ル
ゲ
可
汗
の
「
即
位
」
と
は
、
同
年
か
少
し
後
に
あ
っ
た
即
位
式
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
ら
し
い
。

な
お
検
討
し
論
じ
る
べ
き
こ
と
も
残
し
た
が
、
本
稿
の
意
固
す
る
と
こ
ろ
は

「
は

じ
め
に
」
の
項
で
限
定
し
た
通
り
な
の
で
、
他
の
黙
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
扱
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

註(
1

)

拙
稿

「吋
2
5
0
E
N
と

「九
姓
」
の
諸
問
題
に
つ
い
て
」
(『史

皐
雑
誌
』
第
九
O
編
第

一一

一
鋭
、
一
九
八
一
年
)
、
同
「
突
蕨
第
二
可

汗
図
末
期
の

一
考
察
」
(
『
史
朋
』
第
一
七
鋭
、
一
九
八
四
年
)
。

(
2
〉
要
旨
「
古
代
テ
ュ
ル
ク
碑
文
に
お
け
る
方
位
の
問
題
」
(
『
東
方
皐
』

第
七

一
緑
、
一
九
八
六
年
〉

一
八
九
J
一
九
O
頁
参
照
。

ハ
3
)

な
お

一
九
九
O
年
に
本
稿
と
同
題
の
口
頭
報
告
を
し
た
が
、
そ
の
要

旨
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

(

4

)

以
下
本
文
に
は
代
表
的
な
も
の
の
み
を
掲
げ
る
。
な
お
与
仲
勉
『
突

阪
集
史
』
上
加
(
中
華
書
局
、
一
九
五
八
年
)
三
九
四
頁
以
降
も
参

昭
u

。

(

5

)

中
華
書
局
標
鮎
本
で
は
一
七
六
頁
。
な
お

「
六
月
」
は
『
燭
府
元

飽
』
巻
九
七
三
外
臣
部
助
園
討
伐
で
は

「
七
月
」
と
す
る
が
、
誤
り
で



~
 

~予(1
.. 、
。
封
「
斗
車
窓
側
目
川
干
引
く
j
m
(
-
#
'
~
盤
。
制
.
;
.
2

l
'
畑
梨
県
富
田
』
絢

111

1
~
I
R
国
社
K
m::向く岡選!J語訳←時「事!，ll!ltl]

(
舗
に
*
~
三
唱
。

1
1
 

J) 

!J;;:t;
v
 
l
'
制
限
制
綴
d
J
!
J
~
共

Jm::Q
~
程
涜
~
.
c
、
，
将
兵
昔
話
~
1
終
饗
鰯
Q

長
男
ミ
ヤ

l長
J
ν

;:，.的役，
l'事!'lllIl:dJ

~
燃
料
Q
*
m
ì
j
拠...>J

I註....l\-'ム

向
。

>v
Q
艇
Q
制令〈ど『旨ヨl!:2

IR場
』
艇
長
兵

11太
回
話
題
塁
悪
用
同
!
J
~

!-Q。

(
∞
)
 
l'県味.lI-H-糊制

ffilI@盟主謀*I'-'士
f同

国
川
兵
j
m
(
'

l'鮒随制ffi.lI性糊制
E

眼盟
E藤
十
時
千

J
1三同

1
・早川jm(

O
-lii'臨属議ど

1
~右吉~:Q.;.2

0
;;:t;llf.

{
<
¥
Q
 

「
議
鎖

$
j
~
 
l
'
附
随
制

ill.ll千J
~

i鴇
態調
糊」。陸以哀':R...>J-#'!J

i判

断
附

j
...>J←!-Q

Q
 ~
三
「
侭
盛
岡
附

j
Q
~
信
心
。

(ト
)

~\，-
Q

匙1<<長{:W;:
Q
;;:t;llf.・震波.~量刑1t

1三，
~
~
量
制
Q
<
q
~時
初
~

.
;
.
2
峻
~
.
~
*
・
士
一
λ
令
〈
骨
ト
総
峻

lト-I\-r<
ι
'

同
'
P
~
~
ç
$
{
\
式
会

l偽

程
p

ν
ム
ぬ
'
ム
'

ヰ長
f烈
J
ν
1
)訴
J
ν

ム!-Q苦言取!J
0
ム
ν
~
)
烈

1
;j;tj

同
J

必;:，.
O
~
~

・
1ト-I\-r<ム~

ttl!
J
懲
罰
高
1~

Q
 
CHeikel

，
 A.
 
et 

al.) 
Inscriptions 

d
e
 l'O

r
k
h
o
n
，

 Helsingfors，
 1892.

州
'
~

4吐ど
Radloff，

W
.，

 Atlas d
e
r
 A
l
t
e
r
t
h
u
m
e
r
 d
e
r
 M
o
n
g
o
l
e
i，

 

St. Petersburg，
 18
9
2
-
1
8
9
9
.
 
~
~
区
。

(∞〕
ボ

Q
bilga [qaran]

徒
同
乞
田
l
a
'lt'

←
将
兵
必
制
定
I
a
'lt

O
)J 

Q
 bilga 

q
a
r
a
n
 '
:
R
川
乞
田
，

*
1曝千

J単
'
"
'.1)士、Ia'たおJ

~
-r

O

4
陸司王総1IlK

i鵠
〈
墜
匙
令
〈
制
世
相

J
(
I
i
援
総
長
(
縫
端
医
』
線
図
'

主封
4耳慣司百三

lと奇田，
1
・
民
国
川
崎
)

111g]
11~111

g]111jm(制
111川

偽
盤
。

(
∞
)
 

)J Q
者g;~

Q
駐
車
社
'
糸
魚

4ミ
.
.
;
向
。
士
一
λ
ヤ<~小Í'-'~

M
+
T
l
+
i
/
I
 

Q111
料
快
。

'amaty'
...>J....lν

í
W
~
~
j
 
...>Jiffll!;令官";.;.2

)J ...>J':R 
~
心

(
T
h
o
m
s
e
n，Inscriptions d

e
 l
'
O
r
k
h
o
n
 dechiffrees，

 
M
S
F
O
u，

 

V
，

 1896
，

 p.
1
3
0
.
Y
 
Z主

総
堂
、

mti'
...>J....l 

i<lf-
Q
J' 

ii$
W
Q
J
 

...>J総収)..;.;.2
)J
川
'
:
R
味
、
兵
¥
'

.;.2'~ 
(
O
r
k
u
n
，
 H.

 N
.
，
 Es
k
i
 
T
u
r
k
 

Y
a
z
t
t
l
a
n ，

 istanbul
，
 I
V
，
 1941

，
 s.8. 

も
勘
ミ
糧
事
震
税
制
，

111 

1
 l111m(

o
 M
a
l
o
v，

 
S. E.，

 
P

 am
y
a
t
n
i
k
i
 
d
r
e
v
n
e
t
y
u
r
k
s
k
o
j
 pis'-

m
e
n
n
o
s
t
i ，

 Mo
n
g
o
l
i
i
 i

 kirgizii，
 Mo
s
k
v
a
-
L
e
n
i
n
g
r
a
d，

 1959，
 

str. 
18
，
 23. 

r、~
a
d
e
l
y
a
e
v

，
V
.
 M
.
 et al. 

red.
，
 Dr
e
v
n
e
t
y
u
r
k
s
k
i
j
 

slova〆，
L
e
n
i
n
g
r
a
d
，
 1969

，
 str. 

42. 
C
l
a
u
s
o
n
，
 G.
，

 A
n
 E
t
y
-

mological D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
 0
1
 P
r
e
-
T
h
i
r
t
e
e
n
t
h
-
C
eπ

tury 
T
u
r
k
-

ish ，
 Ox
f
o
r
d
，
 1972

，
 pp
.
1
5
6
-
1
5
7
.
 

G
a
b
a
i
n
，
 A.

 v.
，
 Alttu-

rkische G
r
a
m
m
a
t
i
k ，

 3. 
A
u
f!
a
g
e
，
 Wi
e
s
b
a
d
e
n
，
 1974

，
 S. 
319. 

T
e
k
i
n
，
 T.
 
O
r
h
o
n
 
Yazttla門，

A
n
k
a
r
a
，
 1988，

 ss. 
54
，
 55
，
 

119.)' 
)J 

Q{<\虫
干

J
笠
岡
崎
蛍
快
進
罫
.
.
.
>
J
~
王
子
。

o
1¥'-
~
ム
且
ト
~
~
‘
MaThl'

...>J....l
ν

「
斗
緩

Q
J

...>J枇....l
(Radloff

，
 W
.
，
 Di
e
 altturkischen 

Inschrif
注目

t
d
e
r
 
M
o
n
g
o
l
e
i，

 St. Petersburg，
 1894，

 S.71.)' 

1ト
帝
λ

せ::{~
)
J
Q
姻
忠

Q
r{-

1
 j主‘

mati'
...>J....l

ν
「
召
さ
惚
必
¥
穏
紙

必
(
C
- ')J

...>J輪....l.;.2
)J
心
'会保

¥'.;.2
(
T
e
k
i
n
，
 T.
，
 A
 G

r
a
m
m
a
r
 

0
1
 O
r
k
h
o
n
 T
u
r
k
i
c，

 
B
l
o
o
m
i
n
g
t
o
n
，
 1968

，
 pp
.
2
4
6
，
 28
0，

 355.)
。

1
・
民
兵

1
叶
は

iト
帝
λ
ぽ
主
1~::"

.;2心
)J
心
'
畑
世
4
必
お

)J
Q
糾
蛍

Í'-'~三
í

<lf-Q
J
'

i
服

組
Q
J

Í'-':ピベ
v
~
;
:
"
...>Jム心。住421'

縦割Í'-'

銀，
，(
!-Q吋，_c'¥

ll'"
。
ぷ
犬
、
l
a
'

ltliill~三
世
Q
'
(
王、.;.2必会J.@l将....l\-，;:"!-Q

...>J時
P
ば
ν

;:，.向。

(ヨ〕
ト
・
く
一
々
、
ミ

4弓
λ
ど
-
r
~
.
，
Q
~
l
2
:
主
遇
制
1
t
。
樹
齢
-
\
j
く

íl2:以題担lト
ミ
総

...>J 
T
o
n
y
u
q
u
q
J
 
(
1
'
ヨ
特
性
判
烈
随
回
4
N
阪
社
長
(
緯
縦
』
ヨ
ミ
週
証
至

福，
1-民主

Jll-*
)
困
同
平
~
固
に
く
同
(
陀
綴
:
Jjg: 

l
'
判
乞
ム
え

n

回
総
長
{
J
:
t
{
¥
点
』
回
'
ヨ
ミ
司
証
至
福
，

1-民
兵

11
剥_，

<
1
く
~
兵
平
岡
〕

~
底
。

l
O
 

ぱ
3

，...; 



462 

(
日
)
タ
マ
ン
i

タ
ル
カ
ン
は
、
す
な
わ
ち
本
文
後
段
で
言
及
す
る
『
肪
府

元
勉
』
巻
九
七
四
外
臣
部
褒
異
一
、
各
九
七
五
外
臣
部
褒
異
二
(
二
回
)
、

巻
九
七
九
外
臣
部
和
親
二
、
『
全
唐
文
』
各
九
九
九
に
現
わ
れ
る
他
繍

逮
干
で
あ
る
。
小
野
川
氏
は
「
遼
浸
透
干
」
と
し
て
い
る
の
で
気
附
か

な
か
っ
た
か
。
小
野
川
前
掲
謬
註
一
一
二
三
、
四
一
八
頁
参
照
。
本
稿
と

は
無
関
係
の
一
九
七
八
年
時
黙
で
、
私
は
こ
の
同
定
案
を
松
田
孝

一
氏

か
ら
開
き
知
っ
た
。

(
ロ
)
ト
ニ
ユ
タ
タ
ー
ボ
イ
ラ
ー
パ
ガ
i

タ
ル
カ
ン
に
つ
い
て
も
護
前
掲
論

文
参
照
。

(
日
)
町
rHN
は
、
あ
る
い
は
片
r
s
の
誤
刻
か
も
し
れ
な
い
。

(
U
〉
穴
O

口O
ロ
0
3
〉

-z・
・
吋
ゆ
円
日
50-omu、
。
同
任
。
ロ
α
田口一円円。ロ

oh

。阻止一
E
-
H
J
己
ロ
広
巳

p
o
H，ロ『
E
n
同ν
0
0
1
2・
h
o同・}内〉内}内
H
・
H
-

]
戸
由
吋
吋

.
H
Y
由

N
.

(
日
)
設
雅
夫

「
日
告
と
四
至
」
(
『
和
田
博
士
古
稀
記
念
東
洋
史
論
叢
』
諮

談
社
、

一
九
六
一
年
)
九
五
九
J
九
七

O
頁
(
再
録
日
向
『
古
代
ト
ル
コ

民
族
史
研
究
』

I
、
山
川
出
版
社
、
一
九
六
七
年
、
四
七
七
J
四
九
三

頁
)
。
な
お
〉
S
F
戸
戸
・

cro円
任
。
。
ュ

g
g
z
oロ臼
i

図。
NOFnv'

E
Z
E
E
-
E『
「
広
島
o
p
〔
ω
5
2
u
-
包・・〕

b
h
v
R
S
A『，

bNE町

内
な
た
お
お
な

S-
盟
。
。
包
日
ロ
m
Z
P
5
8・
3
・H

コ
|
呂
町
・
日
内
O

ロO
ロ
0
3

〉

-z・
・
芯
に
・
王
遠
新
「
恰
薩
克
人
。
東
西
南
北
。
概
念
的
形
成
和
設

展
」
(
『
新
彊
大
皐
皐
報
』
哲
摩
祉
曾
科
皐
版
、
一
九
八
七
年
第
四
期
〉

一
O
六
l
一一一一一一貝、

等
も
参
照
。

(
日
目
)
以
下
の
①
J
⑫
の
引
用
部
分
に
は
、
解
律
上
大
き
な
問
題
が
生
じ
て

い
る
と
は
思
え
な
い
の
で
、
全
文
の
鴇
篤
は
こ
れ
を
割
愛
す
る
。
な
お

引
用
し
た
碑
文
に
敏
文
が
あ
れ
ば
謬
文
に
[
]
を
用
い
、
同
文
の
他

の
碑
文
に
候
文
が
あ
る
場
合
は
〈
〉
内
に
記
し
た
。
ほ
ぼ
同
文
の
他

の
碑
文
に
あ
る
若
干
の
異
同
も
そ
の
旨
註
記
し
た
。

(
口
)
ト
ニ
ユ
ク
ク
第
一
碑
文
の
こ
の
部
分
は
、
南
面
第
二
行
か
ら
第
五
行

冒
頭
ま
で
綴
く
、
オ
グ
ズ
側
か
ら
蹄
っ
て
き
た
偵
察
兵
の
言
葉
の
一
部

分
で
、
引
用
し
た
筒
所
は
そ
こ
に
停
え
ら
れ
た
と
こ
ろ
の
、
ト
ク
ズ
ー

オ
グ
ズ
の
可
汗
が
唐
と
契
丹
に
波
遺
し
た
使
者
に
託
し
た
言
葉
、
す
な

わ
ち
ト
ク
ズ
i

オ
グ
ズ
可
汗
の
劉
突
厭
包
園
作
戦
を
示
し
て
い
る
。

(
川
崎
〉
ア
ラ
ト
氏
は
主
に
一
一
一
l
四
方
位
の
例
を
六
群
に
分
類
し
、
そ
の
回
縛

順
序
を
園
式
化
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
検
討
す
る
よ
う
な
封
向
二
方
位

の
史
料
や
歴
史
的
諸
事
貨
と
の
関
係
を
重
視
し
て
い
な
い
。
〉
S
F
河
-

F
。
、
.
町
民
同
・
特
に

3
・
5
ω
l
H
E
-

(
四
)
前
註
(
日
)
参
照
。
『
加
府
元
勉
』
に
四
回
現
わ
れ
る
が
、
そ
の
紀
年

は
註
(
江
〉
で
列
摩
し
た
順
に
七
一
七
、
七
二
二
、
七
二
三
、
七
三
四

ハ
〔
閲
元
〕
三
十
二
年
は
二
十
二
年
の
誤
り
)
年
で
、
最
後
が
ビ
ル
ゲ
可

汗
の
謝
婚
の
た
め
の
来
朝
だ
っ
た
。
そ
の
時
の
謝
婚
表
は
『
全
唐
文
』

に
所
枚
。

(
却
)
前
註
(

m

)

・
ハ
ロ
)
参
照
。

(
幻
〉
〔
出
巳
r巳
・
〉
・
ミ
R
H
N

・〕。
hv・2
h・

(
幻
)
一
九
八
五
年
一
一
月
八
日
、
東
方
拳
舎
で
配
布
し
た
レ
ジ
ュ
メ
、
お

よ
び
一
九
九

O
年
一
一
月
二
五
日
、
上
智
大
皐
史
皐
舎
で
配
布
し
た
レ

ジ
ュ
メ
に
含
む
。

(
幻
)
口
同
W

H

の
目
冒
頭
が

J

問
。
門
戸
片
山
間
仲
間
。
ユ
可
己
免
自
片
山
包
円
(
口
)
r
rニ岡山

官
『
白
回
目
m
E
B
門
出
向
。
同
日
同
ロ
ス
出
)
r
r広
岡
山
[
官
三
ロ
Y

と
な
っ
て
い
る

の
で
、
ロ

ω
ロ
の
〔
史
料
3
〕
の
よ
う
な
推
測
・
復
原
は
、
一
般
に

認
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

-156ー



ハM
)

ロ
何
回
に
あ
る
「
一
四
歳
」
を
正
し
い
と
す
れ
ば
六
九
七
年
に
、

ロ

ω
∞
の
「
一
九
年
」
を
正
し
い
と
す
れ
ば
、
一
五
歳
で
六
九
八
年
に
、

シ
ャ
ド
と
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
岩
佐
精
一
郎
「
突
蕨
眺
伽
可
汗
碑
文

の
紀
年
」
(
『
東
洋
製
報
』
第
一
一
一
一
一
巻
第
四
説
、
一
九
三
六
年
、
九

O
J

九
一
一
貝
、
再
銭
円
『
岩
佐
精
一
郎
遺
稿
』
岩
佐
俸

て
一
九
一
一
一
六
年
、

一
八
三
頁
)
、
護
雅
夫
「
吋
。
ミ

Z
Z
碑
文
に
見
え
る

r
u
m
p
-
z
z
'

官
「
自
に
つ
い
て
」
ハ
『
東
洋
皐
報
』
第
五
二
巻
第
一
鋭
、
一
九
六
九

年
、
六
六
頁
、
再
録
日
前
掲
『
古
代
ト
ル
コ
民
族
史
研
究
』

E
、
六
一

1
六
一
一
一
息
も
参
照
。

(
お
)
彼
の
タ
ル
ド
ゥ
シ
ュ
の
シ
ャ
ド
時
期
の
こ
と
は
、

T
第
一
碑
北
面
第

七
行
、

T
第
二
碑
西
面
第
六
行
等
か
ら
若
干
知
ら
れ
る
。

(
お
)
の
Z
ロ臼

o
p
o
-
-
H，円包
R
m
E・
同

w・
・
、

H，r
o
Hロ
臼
ロ
ユ
司

t
oロ
同
昨
日

r
r
o

同ハ
r
ロ帥
r
o
z・
H
N
0
.
V内
V内
}
口
〈
・

r
H也

、吋
ゲ
唱
唱
・
J
可

ω
ω
+
白
司

Z
.

ハ
幻
)
前
註
ハ
幻
〉
参
照
。

(
お
)
護
雅
夫
「
突
蕨
碑
文
劉
記
|
|
突
蕨
第
二
可
汗
園
に
お
け
る
「
ナ
シ

463 

ヨ
ナ
リ
ズ
ム
」
|
|
」
ハ
『
東
洋
史
研
究
』
第
三
四
谷
第
四
鋭
、
一
九
七

六
年
、
一
頁
、
改
題
再
録
日
前
掲
『
古
代
ト
ル
コ
民
族
史
研
究
』

E
、

九
八
頁
)
。

(
却
)
原
語
は

a
r
r
q
で
雨
様
に
誇
さ
れ
て
き
た
。

(

ω

)

護
氏
は
註
ハ
m
A
)

の
論
文
、
一
一
貝
で
こ
の
箇
所
を
「
治
め
た
り
」
と
誇

し
、
再
録
九
八
頁
で
は
「
即
位
し
た
り
、
我
れ
。
」
と
誇
し
て
い
る
。

(
紅
)
あ
る
い
は
ビ
ル
ゲ
可
汗
を
中
心
と
し
て
近
距
離
の
範
園
で
考
え
れ

ば
、
原
義
の
「
右
左
に
」
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

(
位
)
こ
の
よ
う
な
解
絡
は
、
す
で
に
拙
稿
「
モ
ン
ゴ
ル
高
原
か
ら
中
央
ア

ジ
ア
へ
」
『
中
央
ユ
ー
ラ
シ
ア
の
世
界
』
(
民
族
の
世
界
史
4
、
山
川

出
版
社
、
一
九
九
O
年
)
一
一
八
J
一
一
九
頁
に
、
論
誼
抜
き
で
書
い

て
お
い
た
。

(
お
〉
『
通
典
』
倉
一
九
八
透
防
一
四
突
廠
中
、
『
葱
唐
書
』
巻
一
九
四
上
突
廠

俸
上
他
。
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THE INSCRIPTIONS MARKING THE ACCESSION

　　　　

TO THE THRONE OF BILGA QArAN

Katayama Akio

　　

The 735 Bilga qaran inscription refers to the accession to the throne

of himself, and there are problems with the ｅχceptional order of the four

quarters and the lacunae in the thirteenth and fourteenth lines of its southern

face. Judging from the composition of the tｅχt，the length of the lacunae

and the possibilities for the missing words, it seems possible that the enu-

meration of high o伍cials and tribal chiefs on the inscription for the time of

accession to the throne of Bilga ｑａγan records the situation in which a11

those who assembled from “west, east,［south and north］”for the ceremony｡

　　

On the other hand, this interpretation concerning the high o伍cials and

tribal chiefs, when taken together with the words of Bilga qａγａｎrecorded

at the beginning of the southern face of Ｋ６１tigin inscription, makes it

possible that the men who assembled from all quarters were arranged in

two lines on the south and north to listen to Bilga qaran's address. The

Turkic “nationalismｸﾞthe evidence of which can be found from the inscrip-

tion, was expressed in Bilga qａμｎ’swords which should be considered

as spoken in or soon after７１６in connection with the enthronement ceremony･

It must be differentiated from evidence in the final passage on the southern

face which dates from the time when the stele was erected.

VIETNAMESE POLITY TOWARDS ITS SOUTHERN

AND WESTERN NEIGHBORS FROM THE TENTH

　　　　　　　

TO FIFTEENTH CENTURY

MOMOKI Shiro

　　

This paper aims to examine the history of Vietna㎡ｓ“ｅχternal”

relations in ａ new perspective,especially with regard to its southern
and
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